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 国語教科書における外国の昔話への視線
 
二〇一 年四月から施行された小学校学習指導要領の国語の教育内容において 「 〔伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項〕 」が立てられた。従来の「話すこと・聞くこと」 「書くこと」 「読むこと」の三領域及び〔言語事項〕に加えられたかたちである。特に一・二年生に対しては、 「
ア伝統的な言語文化に関する事項」において「
( ア
) 昔話や神
話・伝承などの本や文章の読み聞かせを聞いたり、発表し合ったりすること。 」 示されている。こ ような学習指導要領の改定にともない、伝統的な言語文化に対して光が当てられ、教科書においても昔話に関する単元が増える傾向にある。
 
例えば光村図書の『小学校国語
 一下
 ともだち』 （二〇一一年）には、 「むかしばなしがいっぱい」の単元があり、
ここでは様々な昔 の一場面が一枚の絵の中に描か ている。この昔話の一場面を見ながら、一年生が昔話の内容を
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紹介したり、読書計画を立てたりする。ちなみにこの単元は、日本の昔話で一枚、外国の昔話で一枚と、合計二枚の絵で構成されている。
 
その外国の昔話では、一枚の中に合計して二二話が描かれており、そこで描かれている話を次に挙げてみる。
 
まず大半が、ドイツのグリム兄弟か、フランスのペローが記録した昔話である。
 
例えば、ドイツは、 「ブレーメン 音楽隊」 「ヘンゼルとグレーテル」 「ハメルンの笛吹き」 「オオカミと七ひきの子
ヤギ」 「白雪姫」 「ラプンツェル」 「金のガチョウ」で最多である。次に、フランスは「長靴をはいた猫」 「眠り姫」 「シンデレラ である。 （ 灰かぶり」でなく「シンデレラ」とフランス語で表記されているため、ペローの話としてカウントした）ちなみにドイツもしくはフランス のは「赤ずきん である。そして、イギリスからは「ジャックと豆の木」 「三匹の子ブタ」が挙がっている。ロシアは「三匹 くま」で、ギリシャのイソップが「ウサギとカメ」 「北風太陽」である。非西洋圏からは、アラビア地方『千夜一夜物語』の「アラジンと魔法のランプ」のみが描かれている。
 
創作童話も少なくない。ここでは、フランスのメーテルリ
ンクの「青い鳥」とデンマークのアンデルセンの「裸の
王様」 「みにくいアヒル 親指 人魚姫」が描かれている。こうしてみ 、昔話と童話の区別もなく紹介されていることがわかる。そして、地域的にも偏 おり、西洋以外の話は、一話のみで、東アジアの はない。この傾向は他の教科書会社も同様である。
 
ちなみにこの光村図書の一年生用教科書の学習指導書では 「むかしばなしがいっぱい」の解説（一〇一頁）に、学
習の分析が載せられており、この教材の特徴は、次のように整理されている。
 
①たくさんの「昔話」に触れることは、古くから 人々のもの 見方や考え方を無意識 で聞き、引き継ぐこと
につながる。
 
②日本や外国の昔話を一つの村や町の景色の中に収めるこ
とで、読者を昔話の世界に誘い、引き込む効果がある。
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その世界の中を歩くことで、どきどきわくわくする出来事
に出会えることが「読書」の楽しさであることを伝え
ている。
 
③絵の昔話の題名を明示しないことで、掲載していないほ
かの昔話も絵から関連づけて想起することができ、たく
さんの昔話から読みたい話 探していくことが期待できるようになっている。
 
④読書日記や読書計画など、読書に関する書く活動の初歩として、簡易な内容の記入にとどめ、継続的な取り組み
を促している。
 
⑤図画工作科や音楽科との合科的学習を工夫し、歌や劇 指人形づくりに取り組み、物語の楽しみ方の幅を広げた
り、深めたりする。一人読書が周りの人とも関わって楽しめるものになることを実感できるようにする。
 
この「むかしばなしがいっぱい」という単元は、小学一年生が知っている話を挙げることも意図されており、一場
面しかない昔話は、児童が既知であることが大前提となる
。つまり、小学校入学前の日本の子どもたちが、西洋の昔
話に親 んで ることがうか える。グリム童話やディズニーアニメが多くの日本人に親しまれている影響ともいえよう。一方、日本では中国を始め東アジアの昔話はなじみ
が薄い。グリム童話が既に明治時代から翻訳されて日本人
に読まれているにもかかわらず 例えば中国昔話の場合は、昭和に ってようやく翻訳されてきた。日本人にとっては、漢文や故事成語を学校教育で学ぶた 、口伝え
より中国古典文学のほうが はるかに馴染みがある。
 
ただ、 このように外国といえば西洋偏重になる傾向を改めようとする動きは、 少ないものの見受けられる。 例えば
二〇〇四年の東京書籍『新編
 新しい国語
 三下
 教師用指導書研究編』 「世界の民話を読む」 （四六頁）の項目には、
次のようにある。
 
児童は今までいろいろな国の話を読んだり聞いたりしたことはあるだろうが、国に留意しながら読んだことは
少ないと思われる。これを機に世界の読み物に目を向けさせたい 世界のお話というと、グリム童話、アンデル
4 
セン童話などが有名であるが、それだけではなく、いろんな地域のお話に触れさせたい。世界地図や白地図などを利用して読んだ地域に色を塗ったり、シールを貼ったりすると楽しんで活動できるだろう 各国の昔話や民話を読んで、国は違っても共通する思いや願いがあることにも気づくだろう。日本の民話との相違点や共通点を明らかにしながら読み進めることも楽しい。民話のおもしろさ 読み浸 ことができるように読書には十分な時間を確保したい。
 
では、こうした外国の昔話がいかなる過程で国語教材にな
っているかについて、中国昔話「ふえをふく岩」を例に
挙げる。そして、その過程をとおして、そこから見え
る課題と指導上の留意点について考察していく。
 
 二
 中国昔話「ふえをふく岩」が教材になる過程
 
まず、小学校国語教科書における中国の昔話教材の掲載状
況について紹介する。現在、確認しているのは左記の五
話である。
 
①
 日本書籍
 一九七三年
 
 
 
 
 
 
 三年生の国語教科書
 君島久子「ウスマンじいさん」
 
②
 東京書籍
 一九七三年～一九九一年
 四年生の国語教科書
 君島久子「チワンのにしき」
 
③
 教育出版
 一九七 年～一九八二年
 三年生の国語教科書
 君島久子「ふえをふく岩」
 
④
 教育出版
 一九九 年
 
 
 
 
 
 
 四年生の国語教科書
 君島久子「太陽をさがしに」
 
⑤
 教育出版
 二〇〇一年～二〇〇四
 四年生の国語教科書
 中由美子「アーファンティ物語
 
特徴としては、三、四年生の中学年において集中して登場
することが挙げられる。また、訳者はほとんどが君島久
子氏である。君島氏は中国昔話研究の第一人者でもあり、こう た著名な作者による児童向けの作品が、教科書に採
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用されている。そして、中国少数民族の話ばかりが取り上げられている。①はウズベク族、②はチワン族、③はリー族、④はチワン族、⑤はウイグル族である。中国は、人口の九二％以上を占める漢民族と、その他五五の少数民族で構成される多民族国家である。人口からすれば圧倒的多数派の漢民族の話がないのは、君島氏の執筆時期にも関わると思われる。昔話は、調査者が昔話の伝承者から聞き取った
話を文字化することにより、資料化される。中国では戦
後、昔話調査が本格的に開始された初期に少数民族へ注目が集ま 、聞き取りが行われた これは、多分に中国共産党の意向によるものである。一九六一年、中国科学院に民族研究所が設立され、少数民族への調査結果が整理されていく。①から③までの一九七〇年代、中国において出版された り資料は、ほぼ の伝承であった。文字化された資料 、漢民族 伝承を知ることがなかなかに難しい時代だった。
 
そんな時代の資料を、君島久子氏が絵本にして出版したのが、おはなし名作絵本二〇『ふえをふく岩』 （一九七三年
 
ポプラ社）で、原典は、肖甘牛・藩平元『椰姑娘』 （一九五五年
 上海文化出版社）である。この絵本が若干の改稿と
語句修正を経て教材になったのが、本稿で取り扱う「ふえをふく岩」である。実はこの話は、絵本になる段階で原典から変更されている箇所が多い。 まずは、 変更点 教科書の本文と原典を対照させて確認する。 上段が教科書本文で、下段は筆者による原典の直訳である なお 両者の対照をしやすくす ために、便宜的に①から⑫まで 番号を振った。また、原典 はない記述 教科書本文 いて加筆さ
れている箇所には波線を引き、教科書にない原典の箇所を
太字で表記した。
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教科書本文
 
ふえをふく岩
 
 ①
 南の島、海南島のはまべに、人の形をし
た岩が二つならんで立っています。岩にしお風がふきつけると、ピューピューと、美しいふえの音をひびかせます。
 
 ふしぎなことに、どんなあらい波がおしよ
せても、この岩 えの音をひびかせると、さっと引いてしまうのでした。
 
 それには、こんなわけがあるのです。
 
 ②
 むかしむかし、南の島のはまべに、一人
のわか者が住んでいました。わか者は、ふえをふくのがとても上手でした。毎朝お日様が上ると、 岩の上に立って、 ふえをふきました。すると、海の魚や貝たち 、水から顔 のぞかせて、うっ り聞き入りました。
 
 はまのりょうしたちは、わか者を、 「ふえふ
 
原典
 
笛を吹く岩（原題は「笛笛石」で、直訳は「笛岩」 ）
 
 ①
 海岸に二つの人のような岩があり、並んで立っている。岩に
は、幾つもの穴があり、潮風が吹くとピューピューと音を立て、笛を吹くようである。海辺の漁師は、この二つの岩を「笛吹き岩（笛 石） 」と呼んでいる。
 
 海の波は逆巻いて岸辺に押し寄せてくる。しかし、笛吹き岩の
下に来ると、岩がピューピューと音を出すや、波はすぐに退いていく。
 
 この二つの岩は、なぜ笛吹き岩と呼ばれているのか。年寄りた
ちが、皆さんに一つの話を語ろう。
 
②
 昔、 海岸に母と息子の二人が住んでいた。
彼らの家は洞窟で、
シュロの葉と破れた魚捕り網で小屋 けしていた。
 
 彼らは魚を捕って暮らしていた。しかし、彼らには舟がなく、魚
を捕る網もなかった。 ただ、 浮筒釣り （竹筒をシュロ 縄で結んで、下に釣針をつける） をするしかなかった。 夜に浮筒を海に投げ入れ、早朝に引き上げる。浮筒には いつも何匹かの大小の魚がかかっていた。
母と息子は、浮筒に頼っていたので、満足に食べられる日
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き」とよびました。
 
 ふえふきには、年をとった母さんがいまし
た。親子は、魚をとって、細々とくらしていまし
 
           ③
 ある時、母さんが言いました。
 
「せがれや、一度でいいから、肉をたべてみたいねえ。 」
 
 その日は、ちょうどよいことに、魚がたく
 
もあれば、腹を空かせる日もあった。
 
 息子は、銅（あかがね）色の顔に、漆黒の眉、そして腕はたくま
 
しかった。
彼が最も得意なのは笛を吹くことで、とてもうまいこ
とから、人々は「笛吹き（原文は「笛笛」で、直訳は「笛くん」 ） 」と呼んでいた。
 
 毎朝、
朝焼けが天を赤々と染める頃
、笛吹きは岸辺の岩に寄り
かかって、海に向かってピューピューと笛を吹いていた。朝焼けが海面を照らし、海はまるで色とりどりの絹織物のように、たゆたっていた。
 
 笛吹きが、笛を吹く時には、海の魚がよく水面まで聴きに来て
いた。
ある一匹の金色の小さい魚（原文は「鯉魚」でコイ）がまっ
すぐに笛吹きが立っている岩の下ま 泳い くると、 赤い頭をあげて、ボーッと聴 入っていた。
 
 太陽が出ると、笛吹きは、笛を腰帯に差して 浮筒を取りこん
で家に帰った。
 
③
 さて、母親は年老いており、美味しいものも食べていなかっ
たので、 体も痩せ衰えて 彼女は、 牛肉を食べたいと思 た。
 
 ある日、 笛吹きが何匹かの少し大きな魚を釣って帰ってくると、
 
母親が言った。
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さんとれたので、ふえふきは、さっそく市場に持っていって、 肉とお米にとりかえました。
 
  ④
 帰り道、やしの木によりかかっているよ
ぼよぼのおじいさんを見ました。おじいさんは、市場から帰る人々に、
 
「どうか、ほん 少し肉をくだされ、これをあげるから。 」
 
と、小さな竹の子をさし出して、たのんでます。けれども、人々は、あいてにせず、通りすぎていきます。
 
「ああ、このおじい んは、今肉を食べなければ、もう一生食べら ないかもしれない」と、ふえふきはかわいそうに思 ました。
 
「おじいさん 肉をあげるよ。母さ またあとでい から。 」
 
 おじいさんはよろこんで、代わりに、竹の
 
子をさし出し、
 
「せがれや、私は牛肉を食べたいよ。魚を市場に売りに行って、半斤の牛肉と換えて、食べさせておくれ」
 
 そこで、笛吹きは、竹籠に魚を入れると、市場に売りに引いて
いった。彼は、二斤の米と半斤の牛肉を買うと家に向かった。
 
④
 家に帰る途中、太った男と背の高い女と道連れになった。彼ら
も、牛肉を買って竹籠に入れていた。
 
 途中まで来ると、 一人の老人が、 道ばたの椰子の木に寄りかかっ
ていた。髪は真っ白で、ひげも真っ白だっ 老人は、一本の竹の子を持って、力なく言った。 「道行く方よ、私は何年も牛肉を食べていません。私の竹の子で皆さんの半斤の牛肉を食べさせてくださらぬか」
 
 太った男は、老人の前まで行くと、かぶりを振って、取り合わ
ずに歩いて行った。
 
 背の高い女は、老人の前まで行くと、すごい剣幕で言った。 「お
いぼれ、一本の竹の子と半斤の牛肉の交換 んて、この世にそんなうま 話があるもんか」彼女は、唾を吐き捨てると、大股で去って行った。
 
 笛吹きは思った。こ 老人は、何年も牛肉を食べておらず、体
 
もあんなに弱って る。私の母 ほうが、まだあの人より少しは
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「これを植えるのじゃ。大きくなったら、この竹で、魚 とるかごと、ふえを二本作るがよい。 」
 
と言って、ふっと、消えてしまいました。
 
       ⑤
 ふえふきは、家に帰ると、おじいさんに
言われたとおりに、竹の子を植えました。
 
 竹の子は、見るまに大きくなって、青々と
した一本の竹になりました。
 
    
いいから、明日また肉を買いに来ればいいや。
 
 笛吹きは、老人のそばまで歩いて行くと、牛肉を渡して言った。
「お爺さん、この肉を持っていって召し上がれ」
 
 老人は、目をこすると、牛肉を受け取り、微笑んで言った。 「若
者よ、本当に、ありがとう」そして、彼は竹の子を笛吹きに渡すと、また言った。 「若者よ、竹の子を持って帰り、家のわ 植えなさい。いいことがあるよ」
 
 しかし、笛吹きは言った。 「お爺さん 竹の子はいりません。あ
なたが持って帰ってくださいよ」
 
 すると、老人は 何も言わず、竹の子を地面に置くと、杖をつ
いて、白髪をはためかせて行ってしまった。
 
⑤
 笛吹きは、竹の子を拾って、籠に入れて家に帰るしかなかっ
た。彼は、起こったことを母親に話して聞かせた。
 
 母親も微笑んで言った。 「あなたは、正しいことをしましたね。
私は牛肉を食べるよりうれしいよ」
 
 母親は、竹の子を撫でて 私 、竹の子を植えるなんて
聞いたことないよ。でも その老人の言葉どおりに、家のわきに植えましょう」
 
 二人は、歯の欠けた鋤で家のわきに小さな穴を掘り、竹の子を
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植えた。
 
 植えられた竹の子は、一日一日と伸びて、六、七丈の高さの竹
になった。金色の竹に緑の葉がしげり、潮風に吹かれて立てる音は、まるでカササギ 鳴き声 ようだった。
 
 母と息子の二人は、いつも竹の下に立って、金色の竹を撫でな
がら、緑の竹の葉を眺め、笹 音を聴いていた。彼らの心は弾んでいた。
 
 ある日、笛吹きがちょうど竹の下で浮筒を修理している 、一人
の老人が、白髪をはためかせて、杖をついて笛吹きの横にやってきた。
 
 笛吹きが、顔を上げて見る 、あ 竹の子と牛肉を交換した老人
だったので、急いで挨拶した。 「おじいさん こんにちは！」
 
 老人は、白いひげをなでて、微笑んで言った。 「若者よ、竹が大
きくなったので、切り倒して魚を捕る籠を作れるよ」
 
 笛吹きは言った。 「いいえ。この竹の色は素晴らしく、笹が出す
音も心地よいです。それに、あなた 私に植えさせたのですよ 切ることはできません」
 
 老人は何も言わず、袖から金の斧を取り出した。竹を切りつける
と、カンという音がして、竹は倒れた。笛吹きは、老人の手 押さ
 
小学校国語教科書における中国昔話教材の指導と課題 
11 
      ⑥
 ふえふきは、その竹を切って、魚をとる
かごをあみました。竹の先の細いところで、ふえを二本作り
 
 竹のかごを、海の中へ投げこんでおくと、
あくる朝には、いっぱいの魚が、びちびちとおどりはねていました。
 
「なんと りがた ことだ これはうちのたからものだよ。 」
 
と、母さんもよろこびました。こうして、二人のくらしは、 日ましによくなってきました。
 
   
えようとしたが、間に合わなかった。
 
 老人は、白髪をはためかせると、杖をついて去った。そして、遠
くから声がしてきた。 「竹の先を取っておきなさい。そのうち、役に立つ 」
 
 母親が家の中にいると、竹が倒れる音が聞こえたので、急いで出
てきた。
 
⑥
 笛吹きは、老人の話を母親に話すと、母親が言った。 「お爺さ
んの言うとおりにしましょう」
 
 母と子の二人は、刀で竹を割くと、二日かかって、魚を捕 籠
を編み上げた。
 
 夜、笛吹きは籠を岸辺に持って行き、海に投げた。長いシュロ
の縄で岸の岩の先に結んでおいた。籠は、海底に沈む 、金色の光を出して輝いた。
 
 翌日の朝、笛吹きが岸辺に来て、籠を引くと、何と、大小の魚
が籠いっぱいに入り跳ねていた。彼は、家に持ち帰ると、それを見た母親が喜んで言った。 「この籠は宝物だ。これから これを宝の籠と呼ぶことにしよう」
 
 それから毎朝、笛吹きは籠いっぱいの魚を担いで帰ってきた。
母と息子 食卓は、いつも牛肉の料理が並び、新しい服も着られ
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   ⑦
 ところが、ある日のこと。ふえふきが海
へ出てかごを引き上げてみると、どうしたことか、魚が一ぴきもかかっ いません。大きな貝が、ぽつんと一つあるだけです。
 
「母さん、今日はこれだけさ、ほら。 」
 
と言って、ふえふき 、かごから貝を取り出しました。すると しぎ 貝がぱっと開いて、一人の美しいむすめがあらわ ました。
 
「わたしは、海のりゅう王のむすめです。すばらしい音色にひかれて、毎日魚になってうかび上がり、ふえの音を聞いているうちに、あなたのことが すれられなくなりました。ところが、 父はわたしをわにだいじんの所へおよめにやることに決めてしまったのです。
 
そのこんれいのばんに、 こっそり げ出し
 
貝おばさんに助けをもとめまし 。すると、
 
た。
 
 笛吹きの笛が、更に澄んで響くと、小さい金の魚は岸辺に来て
 
うっとりと聴いていた。
 
⑦
 ある日の朝、笛吹きが岸辺に来て籠を引き上げると、籠には
魚がかかっておらず、貝殻が一つあるだけだった。彼は、がっかりとして、籠を担ぐと、家に帰っ
 
 「母さん、魚はなくて、大きな貝殻が一つだけだったよ」笛吹
きは、 籠を下ろすと、 手を伸ばして籠から大きな貝を取りだした。
 
 母親が言った。 「貝殻がこんなに大きいのなら、中も大きいで
しょう。早く開けてみて」
 笛吹きが刀で貝殻をこじ開けた。
貝
が開くと、娘が身を翻してとびだしてきた。
 
 紅い顔にぱっちりとした目で それは美しかった。 彼女は立つと、
笑って言った。 「やっと帰れたわ！
 
 「帰れた？」母親と笛吹きはあっけにとら た。
 
 しばらくぽかんとしてから、母親がようやく尋ね 「娘さん、
どうして帰れたと言うのかしら」
 
 娘は、敷居の所に座ると、髪を整えながら、自分のことを話し始
めた。
 
 彼女は、竜王の三番目の娘で、第三皇女と呼ばれていた。彼女
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貝おばさんは、大きな貝の中にわたしを入れて、 あなたのかごまでとどけてくれたのです。 」
 
「よかった。よかった。三人でなかよくくらそう。 」
 
 ふえふきも、母さんも、よろこびました。
 
              
笛を吹くのが好きだったが、誰も教えてくれる人がおらず、うまくはなかった。ある日、彼女は竜宮の門の前で遊んでいると、岸から誰かの笛が聞こえた。その音は、高く低く、とても素敵だった。彼女は、海面まで来た。す と 銅色の顔の、漆黒の眉にたくましい腕の若者が見えた。
若者は、岩に寄りかかって笛を吹いていた。
ピューピューと鳴る音に、彼女は聞き入った。そして、知らず知らず岸辺に近づいて、岩の下でうっとり 聴いていた。
 
 彼女は、毎日笛の音が聞こえると岸までやってきた。笛の音に
魅せられ、若者にも夢中になった。彼女は、若者の母親が「笛吹き」と呼んでいたのを聞いたこ があり、若者が笛吹 と うを知っていた。
 
 彼女は、ご飯の時も歩いている時も、笛吹きを想い、夢の中で
も笛吹きの名を呼んでいた。
 
 竜王には、ワニの丞相がいて、これが悪いやつだった。海では勝
手にふるまい、陸に上がって、人や家畜 襲おうとしていた。しかし、竜王はワニを信頼して、有能 仕事ができると思
第三皇
女を嫁にやることにした。
 
 姫は、そのことを聞くと、泣き出した。彼女は 笛吹きを愛し
 
ていたし、ワニを嫌っていた。結婚の前日の夜 彼女はお手伝
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               ⑧
 その明くる日のこと。とつぜん海があれ
出しました。いなずまが光り、かみなりが鳴り、波が大きくうちよせてきました。海を見
 
ていたむすめが、
 
の貝ばあさんに相談した。 貝ばあさんは、 思いやりのある女性で、姫を愛していた。姫が自分の気持ちを貝ばあさんに話すと、貝ばあさんは考えた。そして言った。 「笛吹きは、毎晩魚の籠を海に仕掛けている。私は、 なたを空の貝殻に入れて、その籠に入れましょう。岸に上がって 笛吹きと一緒になりなさい。笛吹きのお母さんも、優し 人です。彼らの家が、あなたの家ですよ」
 
 このようにして、姫は笛吹きの家にやってきた。
 
 姫は、話し終えると、紅い顔を胸の高さまで伏せると、涙を流し
た。
 
 母親は急いで優しく姫の背中を撫でると言った。 「お姫さま、う
ちは貧乏だ こんな生活には慣れませ よ？」
 
 姫は言った。 「お母様、私は一緒に暮らせれば十分幸せです」
 
 母親は、顔を上げて息子を見て、また姫 振り返った。一方の手
で姫の手を握って、もう一方の手で、姫の髪を撫でると、微笑んで言った。
「私たちは、三人で仲良く暮らしましょう」
 
⑧
 翌日の朝、突然、雷鳴がとどろき、雨風が吹き荒れて、天と
海を覆った。波は百丈もの高さに逆巻き、一つ一つが小山のように岸に向か てき そして、 醜いワニが波 中から這ってきた。
 
 姫は門のところでそれを見るや、急いで笛吹に言った。 「ワニが
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「あ、わにが来たわ、早くかごを！」
 
とさけびました。ふえふきは、急いでかごを岸べにおきました。 大きなわにが、 その上に、のっそり はい上がってきました。 とたんに、かごは、ぱっ ね 、山ほども大きくなり、 わにの上にかぶさ し いました。やがて、 わにも、 かごも、 黄色い岩山にか ってしまいました。
 
⑨
 そのよく朝になると、海には、また波の
ほえる音がとどろきました。
 
 ドドーッ、ドドーッ。
 
 海を見ていたむすめが、まっさおになって
言いました。
 
「たいへんです りゅう王が大波を起こ ておしよせてき す。村も人も、みんなおしながされてしま ます。 」
 
 波は、家のそばまでせまってきました。
 
 その時、どこからともなく、いつかのおじ
 
いさんがあらわれて、
 
来たわ！早く宝の籠を浜辺に置いて！早く早く！」
 
 笛吹きは、 急いで籠を浜辺に置くと、 ワニが這い上がってきた。
すると、籠が突然金色の光を発して、跳ね上がり、小山のようになると、ワニを閉じ込めた。波はさっと引いて、ワニは永遠に籠から出られなくなった。そして、籠 徐々に黄色い小さな岩山となった。
 
  ⑨
 次の日には、海からまた波のとどろく音が聞こえてきた。ド
ドドーッと大波は山のように次から次へと岸に向かってきた。
 
 姫は敷居の所に立って眺めていたが、 顔を青くして、 笛吹に言っ
た。 「私の父の竜王が波を起こして、岸へやって、人々を全 沈めようとしているわ！」
 
 母親と笛吹きは、殺到する波が家に向かってこようとするのを
見ると、大騒ぎになった。
 
 すると、突然老人が白髪をはためかせて、杖をつい 現れた。
そして言った「
若者よ、金の竹の先はまだあるかな。急いで、ノ
コギリで切って、二つの笛を作りなさい。
力一杯、休まずに吹き
続ければ、水は自然と引いていく」言い終える 、また白髪をは
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「あの竹で作ったふえをふくがよい。休まずにふきつづけるのじゃ。 」
 
と言って、消えました。
 
 ふえふきは、すぐさま、ふえをふき始めま
した。
 
 ピュー、ピュー、ピュー。
 
 けれども、波は、もう家の中までおしよせ
てきました。
 
 ピュー、ピュー、ピュー。
 
 ふえふきは 休まずにふきつづけました。
三人は、もう海の水につかっていました。
 
 むすめは、それを見ると、急いでもう一本
の竹のふえを取り出し、 ふえふきに合わせて、ピュー、ピュー、ピューとふきだしま
 
 すると、うちよせてくる波が、少しずつ引
き始めました。
 
 ふえふきとむすめは、かたをならべて ふ
えをふきながら、 一歩一歩、 前へ進みました。それにつれて、波があとへあとへと引いてい
 
ためかせて去って行った。
 
 笛吹きは急いで竹から二つの笛を作った。彼は、そのうちの一
つを手に取り、門の敷居に立 て力一杯吹くと、ピューピューと音が出た。しかし 波は止まらず、家の中に入ってきて、三人は海水に浸かった。
 
 姫は急いでもう一つの笛を取ると、 力一杯吹くと、 ピューピュー
と音が出た。
 
 逆巻く波はゆっくりと引いていき、それは 大きな鉄の板が押
し返しているようだった。
 
 笛吹きと姫の二人 、並ん 笛を吹いて、肩を並べて、 歩一
歩進んでいった。波も、それに合わせて引いていった。
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きます。
 
⑩
 二人が岸べまで進むと、波も岸べまで引
きました。二人は、いつまでもふきつづけました。 くちびるがいたみ、 のどがかわきます。けれども、ちょっと休むと 波がたちまちおしよせてくるのです。
 
 二人は、元気をふるい起こしては、ふきま
した。ふえの音がひびきわたる 、波は、さあっと引いていきます。こうして、二人は、いく日もいくばんもふきつづけま 。
 
  ⑪
 はまのりょうしたちは、二人があまりい
つまでもふいているので、 心配になり、 集まってきて、声をかけました。けれども二人は、ふり向 もせず、 きつづけています
 
 みんなは、近よってみて、
 
「あっ！」
 
とおどろきました。
 
 ⑩
 彼らは、海岸までくると、波も海岸まで引いた。
 
 二人は、岸辺の岩山に立つと、休まずに吹き続けた。波もどん
どん引いていった。
 
 笛吹きと姫は笛を吹いて吹いて、唇も痛くなり、喉もカラカラ
になった。岩に寄りかかって休むと、突然波が吼え始めた。波が一つ一つ小山のようになり、岸に押し寄せる。 襲 ば、一家だけの問題ではなく、皆が犠牲になる。
 
 笛吹きと姫は、気力を振り絞ると、休まずに吹いた。
笛吹きの
銅色の顔は、 更 色が深 なり、 姫の紅い顔も、 いっそう紅くなった。
 
 笛が響くと、波も引いていく。
 
 笛吹きと姫は、昼も夜も吹いて吹いた。
 
⑪
 漁師たちは、笛吹きと姫がずっと吹いているのを見て 心配
になり、声をかけようと近寄った。
 
 しかし何と、それは笛吹き 姫ではなく、二つの大きな岩だっ
た。岩には、たくさんの穴が開いており、海風が吹 と、ピューピューと音を出し 。
 
 漁師たちは、笛吹きの家に戻って、母親にどういうことか問お
うとすると、 何と、 笛吹きのシュロの家はなくな ており、 だ
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 それは、ふえふきとむすめではなかったの
です。あなのあいた二つの岩が、しお風に、ピュー、 ピューと鳴りひびいているのでした。
 
 りょうしたちは、ふえ きの家に行きまし
た。ところが、そこには、家のかげもありませんでした。
 
⑫
 ある朝、一人のわか者が、みんなに言い
ました。
 
「ふえふきと、むすめさんと、母さんと、それに、じいさんが 白い雲に乗っていったのを、おれは、この目でちゃあんと見たぞ。楽しそうに、 おれに手をふりながら行ったんだ。 」
 
 みんなは、ほっとしました。
 
 はまべの岩 昼も夜も、ピュー、ピュー
と、ふえの音をひびかせています。海はいつもおだやかで、りょうしたちも、安心して魚をとっています。
 
 人々は、 いつのまにか、 この二つの岩を 「ふ
えふき岩」 よぶようになりました。
 
空っぽの洞窟だけが残っていた。
 
     ⑫
 ある日、一人の若者が喜びながら皆に話した。彼は、ある日
の朝、 見上げると、 笛吹きと姫と母親、 白髪の老人が白い雲に乗っていた。楽しそうにして、彼に手を振ったという。皆は、それを聞い 嬉しくなり、だれもそれを疑わなか 。笛吹きと姫がいつまでも幸せに暮らすことを願っていたからである
 
 海岸の二つの岩は、昼も夜もピューピューと音を出して、海は
穏やかである。漁師たちも無事に漁 することができた。
 
 そして漁師たちは、この二つの岩を「笛吹き岩」と名付けた。
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以上が、 教科書本文と原典との比較であるが、 一見しただけでも、 ①から⑦の教科書本文は原典からの改変が多く、
⑧以降は、かなり原典に忠実に書かれていることが分かる。
つまり君島久子氏による再話が行われている。そこで、
この再話についての確認を行っていく。
 
まずは、双方を比較して見える再話による効果を四点考察する。
 
１、教科書では、主人公の笛吹き クローズアップしている。母親については、ほぼ語らない。しかし、原話では、
母親も重要な役割を担っている。例 ば、次の箇所である。
 
・⑤で竹を植える決断 、母親が下してい 。
 
・⑥で籠を編む決断も、母親が下している。その後、籠を編むのも教科書では息子のみ が、原典では母子二人で
編んでいる。
 
・⑦で貝から出てきた姫とのやりとりは、全 母親がしている。また、姫を嫁として迎える決断も、母親が下して
いる。
 
教科書では、これら母親の行動を全て省略することで 笛吹きの行動を強調した内容になっ いる。
 
 
２、教科書では、話を簡略化している。
 
・②で、洞窟を利用している家や魚の取り方などの描写 省略。
 
・④で、お爺さんの竹の子と牛肉の交換を拒絶した「太った男」と「背の高い女」が登場しない。
 
・④で、教科書では、お爺さんが最初に竹の子 渡す時点で 籠 作ることと笛を作 こ を指示。原典 は、最
初に植えることのみを指示して、竹が生えた後に籠を作ることを指示し、竜王が襲ってきた後に笛を作ることを指示するように、段階的になって
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・⑦で、姫の竜宮での生活を、簡便に描写。そして、ワニ大臣の悪行を省略している。また前述のとおり、貝から
出た姫が嫁になるまでの母親とのやりとりを省略している。
 
 
 
 
３、教科書では、神秘性を強調している。
 
・④と⑨で、原典では、お爺さんが「白髪をはためかせて去る」のに対し、教科書では「ふっと消えて」しまう。
 
・⑦で、原典 は、貝殻から娘が登場する際、笛吹きが「刀
で貝殻をこじ開けた」あと登場するのに対し、教科書
では「ふしぎ、貝がぱっと開いて」登場する。
 
 
４、教科書では、笛吹きの心理と行動を強調している。
 
・④で、おじいさんが竹の子と肉の交換を求めているのを見て、 「かわいそうに思いました」と加筆している。
 
・⑦で、姫との結婚の場面において「ふえふきも母さんも、よろこびました」と加筆している。
 
・⑨で、波を押し返す箇所において、原典にはない「ピュー、ピュー、ピュー。ふえふきは、休まずにふきつづけ
ました」という表現を加筆している。
 
 
 
 
 
 
これらの再話の結果 限られた字数の中で、話が明確に児童に伝わるようになっている。改 て確認す と、主人
公である笛吹きの行動を目立たせるために、準主人公であ
る母親を描かず、本筋に関わらない人物も省略する。一方
で、笛吹きが で大波に対抗する場面は、加筆をして強調
している。前半では簡略化が目立つが、ワニが襲ってくる
以降の後半は、ほぼ原話どおりで簡略化 ず 題名の「 岩」が登場するまでを描 ている。単純に字数比較をすれば、①から⑦までは、教科書の一三六八字に対して 原典の直訳は三九一六字である。他方、⑧から⑫までは、
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教科書の一二八一字に対して、原典の直訳は一四三五字で
ある。筆者の直訳との比較なので、あくまでも目安である
が、前半の簡略化は字数の上からもはっきりと分かる。ただ、簡略化により、小学校三年生の理解度に沿った内容となっているのは明らかである。
 
 三
 再話教材の指導と課題
 
まず始めに断らなくてはならないが、君島久子氏による教
材が全て再話かというと、決してそんなことはない。紙
幅の都合で詳細な対照を載せることが叶わないが、例えば四年生用教材の「チワンのにしき」は、若干表現の仕方を変えた場面が見られるものの、かなり原典に近い翻訳である。原典は、賈芝・孫劍冰編『中国民間故事選』 （一九五八年
 作家出版社）に載せられている「一幅僮錦」である。また、こちらの話は教材になった後、絵本化された。文・
君島久子
 絵・赤羽末吉『チワンのにしき』 （一九七七年
 ポプラ社）として出版されたので、絵本化された後にそれ
が教材になった「ふえをふく岩」とは順序 異 る。つまり、最初から四年生向け にす ために翻訳したのが「チワンの しき」であり、このあたりも原典に対す 距離の取り方が違う要因かもしれない。
 
さて「ふえをふく岩」について、三年生が読解力を養う教材としての価値は、君島久子氏の再話により上がったと
いえよう。教育出版『小学国語三年
 教師用指導書』 （一九七九年）の「ふえをふく岩」の解説を見ると、 「単元の特
色」 （二九七頁）に次のようにある。
 
１
 子どもが初めて出会う中国民話教材である。その異国的情景の中で展開する不思議な話は、しだいに読み物へ
の興味を増してきたこの期の子どもをひきつけ、 すなおに読みひたり夢を無限に広げるのに適している。 したがって、主人公の行動や心情の変化に着目、想像しながら読み
進めることができ、さらにはほかの外国民話への興味
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を喚起できる教材である。
 
２
 本教材は、主人公の行動と心情の変化が明確に表現されており、場面の状況や登場者の気持ちを考え、そこに
漂う人間的感情を三年生なりに読み取り、はぐくむのに適している。
 
３
 主人公の心情の変化を情景 変化 重な
るよう、きめ細かく描いた巧みな表現から、物語の言葉の持つ力を感
得させることができる教材である。
 
１で挙げられている「異国的情景の中で展開する不思議な話」や１・２・３で共通して挙げられている「主人公の
心情の変化」は、いずれも再話により君島久子氏が強調し
た点と合致している。指導書では、もっぱら絵本と教科書
本文との語句の異同について解説しているので、 「単元の特色」を書いた指導書作成者が、本稿で挙げた再話による変更について知らないことは明らかである。つまり、絵本にした時点で読解教材として適した再話が既に行われていたことになる。
 
次に、昔話の価値から、この教材について考えてみたい。
 
先ほど挙げた教師用指導書の１に「子どもが初めて出会う中国民話教材である」とある。ここで書かれている「民
話」は、昔話や伝説 どを包括する用語 して使用されていると思われる。当該教材の単元の系統を見れば、二年生の「かさこじぞう」を受けて、この単元が置かれ いると
ころからも、そのことはうかがえる。では、文字化された
昔話 価値といえば、それは伝承に忠実であることである。その点からすれば、前述のように大幅に再話された「ふえをふく岩」は昔話ではなく、これを基にした児童文学と
もいえる。例えば「ふえをふく岩」で、原典で重要な役割
を担っていた母親がほぼ語られなくなったことは、これまで述べたとおりであ 。文明英・文京編著『中華民族全書
 
中国黎族』 （二〇一二年
 寧夏人民出版社
 一一頁）などにも指摘があるとおり、リー族は母系社会の痕跡を残してい
る少数民族である。このことを考 れば、原典での母親 役割は、母系社会を反映した可能性も考えられる。もしそ
小学校国語教科書における中国昔話教材の指導と課題 
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うであるとすれば、再話により民俗的な背景が大きくそぎ
落とされてしまったことになる。かなり忠実に翻訳された
「チワンのにしき」とは、同じ作者の教材であっても、大きく異なる。
 
また、 一九七〇年代までに採集された中国昔話については
、 これを扱う上で特有の難しさがある。 これについては、
千野明日香 「中国の昔話」 （日本口承文芸学会編 『シリーズことばの世界
 第二巻
 かたる』 二〇〇八年
 三弥井書店）
に簡潔に紹介されているので引用する。
 
採録の方法について学問的な検討が不十分だったため、建国から七〇年代までに発表された民間故事資料は、
資料としての性質があいまいになりました。採録者によって、発表された民間故事の質が異なってしまったのです。たとえば、孫剣氷、李星華などは比較的語りに忠実な
採録ですが、程十髪、蕭甘牛は、語りをもとにした児
童文学であり、張士杰、董均倫は両者が入 混じっているという具合です。資料の性格があいまいなため、海外の研究者が児童文学を民間故事の資料と誤解して学術に用 てしま 事態も生じまし 。 （一八五頁）
 
引用文中の「民間故事」とは、日本でいうところの「神話・伝説・昔話」などに置き換えることができる。つまり、
一九七〇年代までの中国で採集され文字化された昔話や伝説の資料は玉石混淆なのである。学術的に信頼でき 資料が均質に揃ってくるのは、一九八四年以降である。中国全土において国家の関係機関が主導し、日本の「市」レベルでの採集作業が行われた。一九九〇年までに中国全土で一八四万余話が収集され、省・自治区・直轄市ごとの『中国民間故事集成』が刊行された。このシリーズは、昔話を研究
する際の信頼できる資料となっており、各話の最後には、
語り手、採話者、採話地と採話年 情報が挙げられている。
 
さらに今一度、引用文を確認すると「ふえをふく岩」に関わって注意すべき記述がある。それは「蕭甘牛は、語り
をもとにした児童文学であり」との指摘である。 「ふえをふく岩」の原典「笛笛石」は『椰姑娘』に載せられた二編のうちの一遍である。この著 は、肖甘牛と藩平元の二人であり、このうち 肖甘牛」は「蕭甘牛」と同一人物であ
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る。 （それぞれ引用元の記述に従って表記を分けたが「肖」は「蕭」の俗字） 「笛笛石」を書いたのが肖甘牛と藩平元のいずれであるかは明記されていないため不明だが、 この ふえふき岩 の原典自体が児童文学と う可能性もある。そこで、他の昔話集 らリー族の「笛笛石」を確認して比
較しようとしたが、管見資料の中からは、見いだすことが
できなかった。仮に「笛笛石」が「語りをもとにした児童
文学」だとすれば、それを再話した「ふえふき岩」は、元
の語りからさらに遠ざかってしまう。 「ふえふき岩」を載せた
教科書には、この題名の下に「中国の民話」と表記され
ているが、扱いには十分注意しなけ ばならない。
 
ちなみに、本節の冒頭で挙げた「チワンの錦」は賈芝と孫劍冰の編集による書籍が原典である。千野氏の解説では
「孫剣氷、李星華などは比較的語り 忠実な採録」とされており（ 「孫劍冰」と「孫剣氷」も同一人物） 、この書籍からかなり忠実に訳している「チワンのにしき」を「中国の昔話」とするのに不安はない。
 
このように、中国の昔話については、資料の原典および翻
訳について、当時の事情を考慮しつつ慎重に教材化して
指導する必要がある。
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